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1 適用単価

貴社ホームページにおきまして「単価ファイル（土木・施
設）の令和２年７月１日改訂は行わない」旨の発表がありま
す。従いまして本工事に適用する単価につきましては令和２
年４月の単価ファイル（土木・施設）に準拠すると考えられ
ますが、例えばベント設備損料、鋼橋架設用架設工具損料等
「建設機械等損料表（日本建設機械施工協会発行）」にて令
和２年度版で令和元年度から変更されている損料単価につき
ましても、令和２年４月単価ファイルに単価の記載があるも
のはそちらを適用するものと考えてよろしいでしょうか。

土木工事積算基準　第一章　総則　3.工事費の積算（4）　に基づきお考
えください。

2 適用単価

上記に関連しまして、令和２年４月単価ファイル（土木・施
設）における機械賃料・市場単価・標準単価・材料単価につ
きまして、具体的に単価の記載があるものはそれらを、「物
価資料等」と記載あるものは入札月である令和２年８月の物
価資料を適用するものと考えてよろしいでしょうか。

土木工事積算基準　第一章　総則　3.工事費の積算（4）　に基づきお考
えください。

3 積算基準

貴社ホームページにおきまして「積算基準（土木・施設）の
令和２年７月１日改訂は行わない」旨の発表があります。こ
れより本工事における適用歩掛をはじめ、共通仮設費・現場
管理費等の間接工事費及び一般管理費の率分算出における係
数等も土木工事積算基準（令和元年度版）に準拠するものと
考えてよろしいでしょうか。

土木工事積算基準　第一章　総則　3.工事費の積算（4）　に基づきお考
えください。

4 間接工事費
本工事における共通仮設費、現場管理費率分算定における施
工地域区分をご教示願います。

特記仕様書1-5　施工地域区分に示すとおりです。

5 Fランプ橋の架設B

Fランプ橋　架設計画図（その２）（参考図）におきまし
て、多軸特殊台車上に桁受けの架台、受梁、サンドル等
は見込まれていますでしょうか。見込まれているようで
したらその数量をご教示願います。

多軸特殊台車上に桁受けの架台、受梁、サンドル等については、貴社の
施工計画に基づきお考えください。

質問書に対する回答

（工事名）　横浜環状南線　釜利谷ジャンクションFランプ橋（鋼上部工）工事
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質問書に対する回答

（工事名）　横浜環状南線　釜利谷ジャンクションFランプ橋（鋼上部工）工事

質問内容

6 構造物等取壊し

コンクリート構造物取壊し（ＴｙｐｅＡ）につきまし
て、特記仕様書では小型ブレーカ（人力取壊し）と
ウォータージェットにより施工する旨の記載がございま
すが、それぞれの工法毎の取壊し数量をご教示願いま
す。

コンクリート構造物取壊し（ＴｙｐｅＡ）に関するそれぞれの数量に関
しては、特記仕様書　23-7構造物取壊し工（2）施工に基づき算定してく
ださい。

7 合成床版工
合成床版設置用のクレーンにつきまして、貴社でお考え
の規格をご教示願います。

合成床版設置用のクレーンの規格については、貴社の施工計画に基づき
お考えください。

8 合成床版工
合成床版に使用するシール材（主桁フランジ上、合成床
版接合部、側鋼板と合成床版接合部等）の数量、鉄筋の
規格と数量をご教示願います。

床版割付図を基に算定してください。

9
仮設防護柵工（H
鋼基礎）、仮設
フェンス工A・B

仮設防護柵工（Ｈ鋼基礎）、仮設フェンス工Ａ・Ｂの賃
料期間をご教示願います。

仮設防護柵（Ｈ鋼基礎）、仮設フェンス工Ａ・Ｂの賃料期間について
は、貴社の施工計画に基づきお考えください。

10
製作材料費（ス
タッドジベル）

Ｃランプ橋のスタッドジベルにつきまして、図番３/７０
Ｃランプ橋　上部工数量総括表の適用欄にΦ22　1,616本
の記載がありますが、設計成果品におきましてはΦ22×
150が 1,132本・Φ22×200が440本となっており合計
1,572本となり差異があります。いずれを正と考えればよ
ろしいでしょうか。

本工事に関連する数量等については、設計図書を正としてお考えくださ
い。

11
重建設機械分解組
立輸送

本工事の架設におきましては架設計画図よりトラックク
レーン550t吊り、160t吊りを使用するものと考えますが
割掛対象表にこれらの分割組立輸送の計上がございませ
ん。これらにつきましては設計変更の対象と考えてよろ
しいでしょうか。

架設用トラッククレーン（160ｔ吊・550ｔ吊）の工事用機械分解組立
費について、割掛対象表に記載します。
なお、上記については、7/31付で訂正公告を行っています。


